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第７章 計画の推進と評価 

 本計画を推進するにあたっての基本的な取組と、評価点検についての項目を記載します。 

 

１．ライフステージに応じた健康づくりの推進 

 計画内容完成時に、ライフステージ別の行動計画を整理し、取り組みやすく体系を記載します。 

 

２．計画の周知・広報 

 地域の健康づくりを進める上で、「広報」の役割は重要です。 

 「わかりやすく」、「利用しやすく」、「身近」な広報を進めることにより、行政の行っていること、

地域の活動等を市民に情報提供する体制づくりを進めます。 

 また、広報の手段についても、広報紙、ホームページをはじめ、健康づくりに関するイベント等

の開催や、健診（検診）等の場の活用も積極的に行い、情報発信と情報交流を推進します。 

 

３．市民協働による計画の推進 

 各地域のウォーキングやミニサロンの情報等、地域で健康づくり活動を進める団体、市民を支援

するため、関係機関との連携を図るとともに、活動支援と効果的な活動を充実させるためのネット

ワークづくり等を進め、協働による取組を推進します。 

 また、健康づくりに関する支援を行うリーダーの養成・育成研修を実施し、人材養成・育成にも

努めます。 

 

４．計画の進行管理・評価 

 本計画をより実効性あるものとして推進していくためには、計画の進捗状況を把握し、計画的な

取組を進め、ＰＤＣＡサイクル【Plan（計画）-Do（実施・実行）-Check（評価・検証）-Action

（改善）】のプロセスを踏まえた計画の進行管理を実施します。 

 食育推進計画については、国が平成28年度から第3次計画に基づいた食育を推進することから、

国や県計画の動向を見ながら必要に応じて見直しを行います。また、計画全体について、社会環境

の変化、施策の進捗など状況変化があった場合にも必要に応じて見直すものとします。 

 

■ ＰＤＣＡサイクルのイメージ 
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